
令和７年２月説明会における主なご質問・ご意見と市の回答 

区分 主なご質問・ご意見 市の回答 

共通 

全体が完成するまで約 20 年間

かかるということですが、完成

まで、時間がかかり過ぎではな

いでしょうか。 

環境影響評価や都市計画の手続き、整備に向けた事前準

備等に時間を要すること、また、跡地が広大であること

から、全体の完成まで、都市計画決定から約 20年程度

を想定していますが、段階的に工事に着手し、できたと

ころから部分的に供用するなど、できるだけ早く皆さま

にご利用いただけるよう工夫していきたいと考えてい

ます。 

今後もこのような説明会の場

を設けてください。 

今後も、都市計画の手続きや環境影響評価等の進捗に応

じて、説明会を行っていきます。 

囲障区域内に米軍の地下室が

あったという話を聞いたこと

があります。その施設を活用し

た整備は行わないのですか。 

国からは、囲障区域内に地下室があるということは聞い

ておりませんので、そうした施設を活用した整備計画は

考えていません。ご指摘の地下室の件については、頂い

たご意見を国にお伝えするとともに、それに対する国の

考えを確認します。 

防災機能については、どのよう

に考えているのでしょうか。 

跡地利用基本計画の中では、災害時の運用のイメージを

示しており、実際の防災機能や運用については、引き続

き関係部署と連携して検討を進めていきます。 

公園 

夜間利用は考えていないので

すか。 

照明を設置して夜間利用する場合もあり、今後、公園施

設の内容や利用方法を具体的に検討していく中で、お知

らせしてまいります。 

硬式野球場は必要でしょうか。

硬式野球の練習ができる多目

的広場を増やす方がいいので

はないのですか。 

硬式野球場については、様々なご意見やご要望を頂いて

おり、それらを参考に整理しています。 

工事中のかまくらみちの交通

対策、安全対策は。 

周辺への影響と対策については、環境影響評価の審査会

で審査いただき、その結果に基づいて工事を進めていき

ます。 

自然環境が豊かなので、動物が

姿を潜められる位の自然もあ

る程度残していただきたいと

いう気持ちです。 

既存の緑地を生かした公園整

備をしていただきたい。 

今後設計を進めていくなかで、ご要望として承ります。 

暫定利用している野球団体は

いつまで使えるのでしょうか。 

工事中も暫定的に利用できるように工夫して、現在の利

用ができるだけ継続できるような方法で、工事を進めて

いきたいと思っています。 

  



（続き） 

区分 主なご質問・ご意見 市の回答 

公園 

周辺の住宅地からかまくらみ

ちのバス停に向かう通路は、工

事中は閉じるのでしょうか。 

工事は広範囲にわたり、全面を一度に締め切るわけでは

ないので、迂回しながら、通行可能なように、工夫して

いきます。 

運動施設等を作ったあとの維

持管理費用が回収できる見込

みがあるのかどうか。 

かまくらみち西側は無料のグラウンドが中心であり、費

用回収は難しいですが、東側の施設は公民連携で民間の

力も借りながら、運営方法などを整理していきたいと考

えています。 

通信隊の広大な自然環境の中

で自由に遊べる経験は貴重な

学びでした。 

そういうところを確保して欲

しいと思っています。 

非常に広い敷地を活用して、中央に草地広場を作ること

を想定しています。また草地保護区の活用方法も今後決

めていきますので、ご意見も参考にさせていただきま

す。 

墓園 

墓園をなぜ作るのでしょうか。

今後人口が減っていくので、こ

んなに必要ないのでは。 

多死社会になり、亡くなる人が増える状況にあり、将来、

横浜市内で公民あわせて 11 万区画の納骨施設が新しく

必要になると推計しています。 

いつどうやって募集が始まる

のでしょうか。 

工事着工後の 15 年間の内の早期に完成して、募集して

いきたいと考えています。工事が進み、募集が近づきま

したら改めて案内いたします。 

墓園計画地の処分場跡地に廃

棄物が埋まっているというこ

とですが、環境に影響を及ぼす

ことがないのでしょうか。 

現在、廃棄物は覆土されています。そのため、覆われて

いる土をなるべく掘り起こさないように施設配置を計

画しています。また、環境影響評価で実施した水路の水

質調査でも基準を満足しています。今後も法律等に則り

対応していきます。 

道路 

外周道路と既存道路との接続

形態は。 

今後、地域の皆様の声もお聞きしながら、現地の利用状

況を踏まえ、設計を進めていく予定です。 

西側連絡道路の擁壁とはどの

ようなものですか。 

環状４号線側の一部区間は、隣接地よりも低い位置に西

側連絡道路が計画されているため、隣接地と道路の高低

差を処理するための擁壁を予定しています。 

墓地やスポーツ施設の整備に

よる交通量の増加への対策は。

かまくらみちが混雑しており、

歩道も少ない。拡幅をされる計

画はないのですか。 

外周道路とともに、西側連絡道路を環状４号線まで整備

することによって、交通の分散化を図ります。また、か

まくらみちの東側に都市計画道路環状３号線が計画さ

れており、今後計画する東側連絡道路とともに道路ネッ

トワークを形成していきます。さらに、かまくらみち全

体として拡幅する計画はありませんが、跡地では公園が

整備されることから、その範囲は対策の検討が可能と考

えています。 

 

 



（続き） 

区分 主なご質問・ご意見 市の回答 

その他 

PFOS 等の問題はないのでしょ

うか。 

PFOS等については、現在、国が専門家会議を設置し、暫

定目標値の取扱い等の検討が進められているため、こう

した国の動向を注視しながら、調査の必要性が生じた場

合には、適切に対応していきます。 

近隣にお店がなく、公園を利用

するときの飲食などが不便な

ので、買い物できる商業施設を

整備してほしい。 

公園・墓園・道路の整備を計画しており、商業施設単独

での整備は考えていませんが、公園整備や施設運営のな

かで利用者のニーズに応える工夫はできると思います

ので、今後検討していきます。 

 


